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一般社団法人 ラテンアメリカ協会 
 

第13回定時会員総会 次第 
 

 

日時 2025年 6月25日（水）16:00～17:00 

場所 外務精励会大手町倶楽部 

東京都千代田区大手町1-8-1 KDDI大手町ビル2階 

 

 

１． 開 会 

２． 審議事項 

第 1 号議案 2024年度事業報告書の件・・・・・【報告事項】 

第 2 号議案  2024度決算書類承認の件・・・・・【決議事項】 

第 3 号議案  2025年度事業計画の件・・・・・・・【報告事項】 

第 4 号議案  2025年度収支予算の件・・・・・・・【報告事項】 

第 5 号議案  理事・監事選任の件・・・・・・・・・・【決議事項】 

第 6 号議案  定款変更（顧問増員）の件・・・・・【決議事項】 
 

３． その他 

４． 閉会 
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2025年 6 月25日  
一般社団法人ラテンアメリカ協会 

           ㇐般社団法⼈ラテンアメリカ協会 

      2025度定時会員総会 議案説明書 
 
 

 

第１号議案 
 

2024年度  

事業報告書 

 
【報告事項】 

定款の規定に基づき、「2024年度事業報告書」は理事会で承認済。 

会員総数は期初の379に対し48増の427団体・個人。内訳は、法人会員
が10社増の81社、個人会員27名増267名、在外会員2名増41名、学生
7名増13名、他は変わらず。 

事業活動では、新規事業として、協会提言『今こそ中南米の重要性を再
認識し関係強化を図れ』を公表し、岩屋外相他関係方面に手交した。ま
た、法人会員経営層を対象とする第1回「トップセミナー」を開催、同セミナ
ーは今後も開催する。 

新春懇談会（1月29日＠三菱クラブ）、ラテンアメリカ・サロン（2月26日
＠三菱クラブ）に加え、Inter-American Dialogue共催セミナー（10月9
日＠ワシントンDC）を開催した。 

講演会・セミナーは、協会主催11回、共催・後援で3回の計14回開催。前
年度はすべてオンラインであったが、2024年度はうち2回ハイブリッド形式で
実施、今後対面・ハイブリッド形式を徐々に増やしていく。 

大来記念ラテンアメリカ・カリブ政策フォーラム、ラテンアメリカ関連団体連
絡会議は、従来通り年4回開催した。 

季刊誌「ラテンアメリカ時報」は、タイムリーな特集を組みつつ発刊した。 

ホームページの体裁を刷新し、内容の充実を図った。 

研究所レポートをホームページに掲載し公開した。 

メルマガの定期配信を行った。 
 

第 2 号議案 

2024年度 

決算書類承認 

 
【決議事項】 

＜予算比：収支計算書より＞ 

2024年度の収支で2024年度予算比の差が大きい項目について。 

「収入」： 

・「法人会員費」が予算比約24.5万円減となったのは、予算上6.5口増（45.5万

円増）としていたが、2024年度に入会した9社12口は、入会時期が下期以降に

集中したため、年会費半額や無料の適用となり、結果として3口相当の21万円の

収入に留まり、3.5口（24.5万円）減となった。 

・「広告収入」はラテンアメリカ時報の広告主の退会に伴い、年間広告費10万円

が減少。 

・「雑収入」は予算（130万円）で主にIAD関連の収入（120万円）を見込んで

いた。IAD関連以外の収支では支出が上回る予想のため、収支差額相当分を支

出の項目で予算化していた。実際にはIAD関連で2社の協賛金30万円が追加さ
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れ、IAD以外のイベント、即ち、「新春懇談会」「ラテンアメリカ・サロン」「トップセミナ

ー」「関連団体連絡会」の収入（それぞれ48万円、36万円、92万円、5万円：計

181万円）が適用されるため、これらイベント収入が予算比約200万円増。 

「支出」： 

「事業費」が予算比226万円増となった大半の理由は、収入で説明した「雑費支

出」としての「イベント関連」の支出による予算比217万円増となる。即ち「雑費支

出」で予算ではオッペンハイマーレポート30万円他、IAD含む講演会関連支出として

70万円、計100万円を見込んでいたが、イベントの支出（IAD68万円、新春懇談

会114万円、ラテンアメリカ・サロン 0、トップセミナー82万円、関連団体連絡会9万

円、合計273万円）とオッペンハイマーレポートの約30万円、ZOOM関連費用12

万円の計約317万円となり、予算比217万円増なった。 

「管理費」としては、「謝金」が予算比約27万円増となったが、対面の講演会や追

加の対面セミナーなどのため、事務員2名が就業日でない日に就業するなどのた

め、謝金が増えたことが最大の要因となる。理事費は協会のワーキンググループ活

動の活発化に伴い、渉外関連支出が増えたことに起因し、約10万円の予算比増

となった。一方、旅費・交通費や雑費支出は予算比以内に抑えることができ、結

果、管理費は予算比約9万円増となった。 

以上により収支差額として約185万円の赤字となり、予算比では約65万円の赤

字増となった。 

差入保証金（約2万円）はオフィス賃貸が2024年6月より新たな3年間の契約と

なり、賃貸料上昇に伴う3か月の敷金の前3年間の敷金との差額となる。 
 

第 3 号議案 

2025年度 

事業計画 

 
【報告事項】 

定款の規定に基づき、「2025年度事業計画」は理事会で承認済。 

6年前の「2019年度事業計画」で承認された当協会の3コア事業、即ち 

①ラテンアメリカ情報の集積・発信（Information） 

②ラテンアメリカ情勢等の研究・提言（ Think Tank ） 

③出会いと交流の場の提供（Networking）の充実強化 

の実施7年目となる。 

2025年度事業計画案は、特に2024年度の決算状況を勘案し、次の点が追加され

た。 

１．基本方針（３） 

「また、協会活動発展に対応した財務面や体制面の強化についても引き続き検討

を進める。」 

更に、2022年度半ばから導入した次の5つのワーキング・グループ（WG）での検討をベ

ースに常務理事会での協議を経て事業の推進を図って来た。 

①渉外・ネットワーク拡大WG 

②Webサイト充実・改善WG 

③講演会・セミナー等イベント企画WG 

④「ラテンアメリカ時報」編集・企画WG 

⑤ラテンアメリカ・カリブ研究所WG 

その結果、協会イベントに新たに「トップセミナー」が加わり、又、法人会員増加のための
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活動が活発となった。又、2024年12月26日に『今こそ中南米の重要性を再認識し関

係強化を図れ』とする政策提言を岩屋毅外務大臣に提出したが、これに関連、次の

点が事業計画に追加された。 

２．主要な事業計画（WGに即して） 

「2024年12月26日に岩屋毅外務大臣に提出した政策提言をフォローアップし、これを

通して上記取り組みの実現を図る。」 
 

第 4 号議案 

 
2025年度 

収支予算 

 
【報告事項】 

定款の規定に基づき、「2025年度収支予算」は理事会で承認済。 

＜2025年度予算/2024年度決算実績比：収支予算書＞ 

「収入」「支出」とも本年3月時点の2024年度実績見通しと同額、或いは

2024年度予算と同額とした項目が多いが、同額としなかった事項について、

2024年度決算実績と比較すると次の通り。 

「収入」： 

「法人会費」で10口相当70万円増を見込んでいる。2024年度入会9社12口

について、3口のみ反映された2024年度決算比、9口が純増。一方、2024年

度末退会法人が3社4口。この結果、2025年度中の法人会員増加として5口

見込んでいる。 

「事業収入」、即ち「時報」の売上高は、販売単価を2倍に値上げすることによ

る効果は約12万円増となる。 

「雑収入」、即ち「イベント関連」は、2024年度決算実績に比べ、「新春懇談

会」「ラテンアメリカ・サロン」に関して、法人会員参加費の増額などで計65万円

の改善を図る。 

「支出」： 

「事業費」では、「謝金支出」が事務局⾧交替に伴う謝金アップなど増額とな

る。 

「雑費支出」では2025年度から収入も支出もイベント関連をIAD関連のみでは

なく、全て盛り込むことしたが、一方、支出も定期購読の取り止めやIAD関連

支出の削減などで2024年度決算実績比約96万円の減額となっている。 

「管理費支出」では2024年度予算或いは2024年度決算見通しと異なる予

想をしている項目として、「謝金支出」が事務局⾧交替に伴う謝金アップなど 

決算見通し比約25万円増となる。 

「理事費」をワーキンググループ活動の活発化を見込んで従来の年間10万円を

2024年度実績と同額の20万円に増額、「管理費・福利厚生費支出」が事務

局⾧の社会保険課金増により決算見通しより20万円増額と見ている。 

 

上記の結果、「収支差額」は2024年度決算見通しが約185万円の赤字のとこ

ろ、2025年度予算は64万円の赤字に抑えることを想定している。 
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第 5 号議案 

理事・監事選任 

 

【決議事項】 

第5号議案の通り、新任理事 2名、新任監事1名を推挙する。 

尚、新任以外の理事18名、監事1名は任期2年の2年目となる。 

 

第 6 号議案 

定款変更 

（顧問数） 

 

【決議事項】 

現在、定款において顧問の定員は「10名以内」と定められているが、これを「15名 

以内」へと変更することを提案する。  

【提案の理由】 協会の活動を一層強化し、その社会的意義と影響力を高めるた

めには、多様な分野における見識と経験を有する有力な人材の参画が不可欠。

そのため、より柔軟に顧問を迎える体制を整えることが必要であると判断する。な

お、2025年度については、従来の10名に加え、新たに2名を顧問として迎え、計12

名体制とする予定。 
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第 1 号議案 

2024（令和 6）年度事業報告書 
 

1.  2024 年 度 実 績 概 況 （ 4 月 ～ 3 月 ）  

(1) 会員数 
 今年度期首の会員数 379（法人 71 社、個人 238 名、他）、期末は 427（法人 81 社、個人

267 名、他）、48 増（法人 10 増、個人 29 名増、在外会員 2 名増、学生 7 名増）。 
 

(2) 事業活動（詳細は第 4 項「事業活動」にて報告） 
 

 新規：協会提言『今こそ中南米の重要性を再認識し関係強化を図れ』、岩屋外相他に手交 
 新規：「トップセミナー」開催（法人会員対象の富田前駐米大使による講演と立食交流会： 
  11 月 27 日夕刻＠東京會舘 大手町 LEVEL XXI）  
 新春懇談会：在京ラテンアメリカ・カリブ諸国大使など招待：1 月 29 日夕刻＠三菱クラブ 
 ラテンアメリカ・サロン：駐中南米日本国大使など招待：2 月 26 日夕刻＠三菱クラブ 
 米国インターアメリカン・ダイアログとの共催セミナー開催：10 月 9 日@ワシントン DC. 

Public Meeting 151 名 
 講演会・セミナー：14 回・累計 906 名＜65 名/回＞（前年度 33 回・累計 2,121 名＜64 名

/回＞） 
 大来記念ラテンアメリカ・カリブ政策フォーラム開催：4 回・累計 102 名 
 季刊誌「ラテンアメリカ時報」発刊：4 回（春・夏・秋・冬：各 600 部） 
 「ラテンアメリカ・カリブ研究所レポート」：8 本ホームページにて一般公開 
 WEB 情報発信（HP・メルマガ・Facebook）：HP 全面刷新（2025 年 1 月） 
 メルマガ発信（宛先：会員＋講演会参加の非会員＋二国間友好団体事務局・在中南米日本

商工会議所事務局） 
 「ラテンアメリカなるほどトーク」（非会員の参加費無料） 
 韓国外務省 Lee Jooil 中南米局⾧との面談：2 月 13 日 13:00-＠韓国大使館 

 

2.  組 織 活 動  

(1) 2024 年度 定時会員総会 
 
2024 年 6 月 25 日（火） 正会員数 333 名 

出席 48 名；内,会場参加 36 名（内、出席理事 16 名）,リモート参加【表決権表明済】12 名 
総会前表決権表明：委任 181、議決権行使 12；計 193 名 

 議 事 
 審議事項 
 第 1 号議案 2023 年度事業報告書の件・・・・・【報告事項】 

第 2 号議案 2023 度決算書類承認の件・・・・・【決議事項】 
第 3 号議案 2024 年度事業計画の件・・・・・・【報告事項】 
第 4 号議案 2024 年度収支予算の件・・・・・・【報告事項】 
第 5 号議案 理事・監事選任の件 ・・・・・・・【決議事項】 

  
(2) 理事会 

① 2024 年度＜紙上＞理事会 
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2024 年 6 月 4 日 （火） 
「2023 年度事業報告・決算書類の承認（書面表決）」 

② 2024 年度第１回 理事会 
      2024 年 6 月 25 日（火） 
      第 1 号議案：代表理事、業務執行理事の選定の件 

第 2 号議案：顧問の選任の件 
③ 2024 年度第 2 回 理事会 

2024 年 12 月 23 日（月） 
第 1 号議案：2024 年度 4～12 月の事業執行状況の件 [報告事項] 
第 2 号議案：2024 年度 4～11 月の予算執行状況の件 [報告事項] 
第 3 号議案：2025 年度事業計画案（暫定）[報告事項] 
第 4 号議案：代表理事および業務執行理事の職務執行報告[報告事項] 
第 5 号議案：その他 

 
(3) 常務理事会 

＜常務理事会概要を理事・監事・顧問へメール案内中＞ 
① 2024 年  4 月 16 日（火） 
② 2024 年  6 月  4 日（火） 
③ 2024 年 7 月 29 日（月） 
④ 2024 年  8 月 29 日（木） 
⑤ 2024 年  9 月 30 日（月） 
⑥ 2024 年 10 月 28 日（月） 
⑦ 2024 年 11 月 22 日（金） 
⑧ 2024 年 12 月 16 日（月） 
⑨ 2025 年 1 月 22 日（水） 
⑩ 2025 年 2 月 17 日（月） 
⑪ 2025 年 3 月 

 
(4) 監査報告書 

 
● 2024 年度監査報告書：2024 年 6 月 3 日付 
理事会その他の重要な会議に出席するほか、電磁的方法等で、理事等から事業報告を聴取、ま
た重要書類を閲覧し業務の執行状況を監査し、各種計算書類と関連資料（財産目録等）、その他
重要な決裁文書及び報告書の閲覧・確認するなど、必要と思われる監査を行った。 

 

3.  会 員 状 況  

会員種別 2024.3 末 2024.4.1 2025.3.31 増減 会費未納者 
（昨年同期） 

法人会員 77 71 81 10 0（同 0） 
スタートアップ法人会員 1 0 0 ― 0 

個人会員 251 238 267 29 27（同 13） 
国別団体会員 10 10 10 ―  0（同 0） 

在外会員 43 39 41 2 8（同 4） 
賛助会員（大使館） 14 14 14 ― 0（同 0） 
賛助会員（学生） 8 6 13 7 0（同 1） 

図書館 1 1 1 ― 0（同 0） 
計 405 379 427 48 35（同 18） 
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4.  事 業 活 動  

(1) 新規事業：ラテンアメリカ協会提言『今こそ中南米の重要性を再認識し関係強化を図れ』公表 
12 月 26 日佐々木幹夫会⾧より岩屋毅外務大臣に手交したほか、経団連、日商、学会等関係方
面に手交 
 

(2) 新規事業：第 1 回トップセミナー開催（11 月 27 日（水）18:00―＠東京會舘 大手町 LEVEL 
XXI） 
法人会員対象の講演会と立食交流会（参加者：講師、法人会員 35 法人/53 名、協会役員 13 名）
講演テーマ：「米国大統領選挙後の国際情勢」 講師：冨田浩司 前駐米特命全権大使 
 

(3) 新春懇談会：1 月 29 日（水）18:00－20:00 ＠三菱クラブ 
駐日ラテンアメリカ・カリブ諸国大使、外務省など官庁、行政法人、法人会員、二国間友好 

団体、学界、協会役員：参加者 128 名 
 

(4) ラテンアメリカ・サロン：2 月 26 日（水）19:00⁻21:00 @三菱クラブ 
駐中南米日本国大使、外務省、法人会員、二国間友好団体、学界、協会役員：参加者 86 名 
 

(5) 2024 年度第 10 回 IAD 共催セミナー（ワシントン DC、IAD オフィスにてハイブリッド形式） 
 

テーマ：『エネルギー転換と重要鉱物供給における中南米・日米協力の強化』 
 

    2024 年 10 月 9 日（水）午後 10 時 05 分～12 時 15 分（日本時間）Public Seminar 
   参加者：会場 49 名、オンライン 102 名 
 
2024 年 10 月 10 日（木）午前 2 時半―4 時（日本時間）Private Roundtable Session 
   参加者（会場のみ）：28 名 

議題：「変化する国際環境における米国・日本・LAC パートナーシップの推進」 
 

(6) 講演会 
 
開催実績 

 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 
(4 月―3 月) 

2024 年度 
（4 月-3 月） 

開催回数 12 15+共催 1 24+共催・後援 2 27+共催・後援 6 11+共催・後援 3 

参加人数 592 985    
（共催除く） 

1,437 
(共催/後援 288 除く) 

1,572 
(共催/後援 549 除く) 

663 
（後援 243 除く) 

収  益 30 千円 34 千円 78 千円 52 千円 71 千円 

 

① 4 月 16 日 JICA2 所⾧報告会 参加者 67 名 

「コロナ禍から G20 に至るブラジルでの 3 年間を振り返る」 

 江口雅之ブラジル事務所⾧ 

「ホンジュラスは何処へ行くのか。JICA に何ができるのか。」 

篠克彦ホンジュラス事務⾧ 

② 4 月 18 日 なるほどトーク第 1 回 参加者 62 名 

「日本の古典をスペイン語の世界へー翻訳の苦労と楽しみー」 
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   伊藤昌輝 元駐ベネズエラ大使 

③ 5 月 17 日 【後援：日本ウルグアイ協会】参加者 48 名 

    「ビジネスチャンスの宝庫：ウルグアイ」 

     浅利秀樹 駐ウルグアイ国特命全権大使 

④ 5 月 22 日 なるほどトーク第 2 回 参加者 54 名 

「パナマ運河の干ばつによる通航制限と世界の海運業への影響」 

    Ruben Rodriguez Samudio 氏 早稲田大学法学研究科講師・パナマ共和国弁護士 

⑤ 6 月 25 日 （会員総会前 講演会）参加者 36 名 

「岸田総理のブラジル・パラグアイ訪問」 

    野口泰 外務省中南米局⾧ 

⑥ 7 月 9 日 なるほどトーク第３回 参加者 99 名 

「アルゼンチンとアルゼンチン人を理解するには」 

 相川知子 異文化理解コミュニケーター 

⑦ 7 月 25 日 JICA 中南米 2 所⾧ 参加者 85 名 

「成⾧するメキシコとの絆～JICA が目指す共創へ」 

坪井創 メキシコ事務所⾧ 

     「今日のエクアドル」 

        三浦淳一 エクアドル事務所⾧ 

⑧ 10 月 23 日 ＜ハイブリッド：IDB アジア事務所＞ 参加者 54 名（会場参加 20 名） 

「ドミニカ共和国の⾧期高度安定成⾧の秘訣とビジネス機会」 

     高木昌弘 駐ドミニカ共和国特命全権大使 

⑨ 11 月 14 日 JICA 中南米 2 所⾧ 参加者 55 名 

「東カリブ諸国から小島嶼国支援を考える」 

三村一郎 セントルシア事務所⾧ 

    「ウルグアイの現在と可能性～小さな国の挑戦～」 

    山本美香 ウルグアイ事務所所⾧ 

⑩ 12 月 3 日 なるほどトーク第 4 回 参加者 50 名 

「チリの歴史 その 1」 

ピーター藤尾（連載「チリの風」執筆者） 

⑪ 12 月 5 日 ＜ハイブリッド：IDB アジア事務所＞（後援：日本・パナマ友好協会）  

参加者 45 名（会場参加 15 名） 

「日パナマ 120 周年：運河の国との共栄」 

福島秀夫 前駐パナマ共和国特命全権大使 

⑫ 1 月 24 日 JICA 中南米２所⾧（後援：日本ボリビア協会）参加者 150 名 

「ボリビアの政治・経済危機～この 20 年間の MAS 党政権の光と影～」 

伊藤圭介ボリビア所⾧ 
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「コロンビア、El Pais de La Belleza、左派政権 3 年目の現状と JICA 協力」 

佐藤洋史コロンビア所⾧ 

⑬ 3 月 7 日＜ハイブリッド：IDB アジア事務所＞ 参加者 67 名（会場参加 14 名） 

「今こそパラグアイの重要性を認識し関係強化を図るべき」 

中谷好江 前駐パラグアイ特命全権大使 

⑭ ３月７日 なるほどトーク」第 5 回 参加者 34 名 

「チリの歴史 その 2」 

ピーター藤尾（連載「チリの風」執筆者） 
 

 (7) 出版事業 
 
ラテンアメリカ時報（協会季刊誌、年４回発行） 

 
① 4 月 25 日 2024 年春号 (1446) 

「特集 『日・カリブ交流年 2024』とカリブ諸国の今」 
② 7 月 25 日 2024 年夏号 (1447) 

「特集 世界の脱炭素化とラテンアメリカ」 
③ 10 月 25 日 2024 年秋号 (1448) 

「特集 世界を揺るがす移民・難民問題 米州大陸では？」 
④ 1 月 25 日 2024・2025 年冬号（1449） 

「特集 初の女性大統領が率いるメキシコ その課題と展望」 
 

（8）WEB 広報事業 
 

①  ホームページ 
・HP 全面更新（2025 年 1 月） 
 

②  メルマガ：HP 新着情報等を配信（定期：隔週火曜日） 
・講演会に参加登録した非会員への時限的メルマガ配信継続 
・二国間友好協会・在中南米日本商工会議所等へのメルマガ配信 
 

(9) ラテンアメリカ関連団体連絡会議 
 

① 2024 年  6 月 7 日 第 45 回ラテンアメリカ関連団体連絡会（リモート） 
② 2024 年  9 月 6 日 第 46 回ラテンアメリカ関連団体連絡会（リモート） 
③ 2024 年 12 月 6 日 第 47 回ラテンアメリカ関連団体連絡会（対面＋懇親会） 
④ 2025 年 3 月 7 日 第 48 回ラテンアメリカ関連団体連絡会（リモート） 

 
※登録団体・機関（17 団体・2 機関） 
京都ラテンアメリカ文化協会、日本アルゼンチン協会、グァテマラ・マヤ文化協会、日本コロ
ンビア友好協会、日本チリ協会、日伯協会、日本ペルー協会、日本ニカラグア友好協会、日本・
パナマ友好協会、日本パラグアイ協会、日本ブラジル中央協会、日本ベネズエラ協会、日本ボ
リビア協会、メキシコ・日本アミーゴ会、日本・ドミニカ共和国友好親善協会、ラテンアメリ
カ協会、外務省中南米局、米州開発銀行（IDB）アジア事務所 

 
(10) 韓国外務省 Lee Jooil 中南米局⾧との面談：2 月 13 日 13:30-15:00＠駐日韓国大使館 
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 ラテンアメリカ協会出席者：山田彰常務理事、桑山幹夫理事、笛田千容理事、山岸豊生理事 
 

    (11) その他（後援・協力事業）： 
 
2024 年 4 月～2025 年３月：なし 
 

 

5. ラテンアメリカ・カリブ研究所 
研究所所⾧     浜口伸明 
研究顧問         細野 昭雄 
研究顧問         堀坂浩太郎  
シニア・リサーチフェロー 桑山 幹夫 
シニア・リサーチフェロー 桜井 悌司 
シニア・リサーチフェロー 渡邉利夫 
シニア・リサーチフェロー ホワイト 和子 
リサーチ・アソシエート  飯塚友佳子 
 
(1) 事業 

 
大来記念ラテンアメリカ・カリブ政策フォーラム 

 
①第 27 回例会 
【日 時】2024 年 4 月 15 日(月) 12：00-13：30 
【場 所】三菱商事会議室 
【出席者】26 名 
【テーマ】「ラテンアメリカ経済の動向と見通しについて」 
【発表者】株式会社 国際協力銀行 審査・リスク管理部門 
     外国審査部 次⾧ 兼 第 2 ユニット⾧ 
     木田 昌宏氏 

   
②第 28 回例会 
【日 時】2024 年 7 月 22 日(月) 12：00-13：30 
【場 所】住友商事株式会社会議室 
【出席者】26 名 
【テーマ】「メキシコ政治はどこへ向かうのか？：2024 年連邦選挙結果とその含意」 
【発表者】早稲田大学 政治経済学術院 高橋百合子准教授 

 
③第 29 回例会 
【日 時】2024 年 10 月 21 日(月) 12：00-13：30 
【場 所】三菱商事株式会社会議室 
【出席者】25 名 
【テーマ】「ベネズエラ大統領選後の国内の動きと諸外国の反応」 
【発表者】株式会社ベネインベストメント 松浦健太郎 代表取締役 
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④第 30 回例会 
【日 時】2025 年 1 月 20 日(月) 12：00-13：30 
【場 所】日本工営株式会社会議室 
【出席者】25 名 
【テーマ/発表者】 

「新年のご挨拶」 
塚本康弘 外務省 中南米局 南米課⾧ 

『講話：高揚なき「左派」～任期後半に向かうブラジル・ルーラ政権の現状と課題～」 
濱口伸明 ラテンアメリカ・カリブ研究所⾧ 

 
(2) 「ラテンアメリカ・カリブ研究所レポート」（全て一般公開、日付：HP 公開日） 

 
①2024 年 4 月 2 日 

「ラテンアメリカ・カリブ地域における脱炭素化：その進捗状況、資金ニーズと政策手段」 
桑山幹夫 

②2024 年 4 月 22 日 
「歴史から見たラテンアメリカのかたちーその 7: 20 世紀前半の米帝国主義」渡邉利夫 

③2024 年 6 月 14 日 
「歴史から見たラテンアメリカのかたち―その８：冷戦構造になる戦後の西半球」渡邉利夫 

④2024 年 7 月 24 日 
「最近のラテンアメリカ・カリブ域内における移民の流れ：その急速な拡大と多様化プロセス」 

桑山幹夫 
⑤2024 年 7 月 29 日 

「歴史から見たラテンアメリカのかたち―その 9：権威主義体制の時代 」渡邉利夫 
⑥2024 年 9 月 18 日 

      「歴史から見たラテンアメリカのかたち―その 10：民政化、中米紛争、債務危機の八〇年代」 
渡邉利夫 

⑦ 2024 年 10 月 18 日 
「労働人口の半数が就業するラテンアメリカのインフォーマルセクター：その動向を左右する 

社会経済的要因」桑山幹夫 
⑧ 2025 年 1 月 21 日 

「世界の食料安全保障におけるラテンアメリカの グローバル・プレーヤーとしての役割：  
日本への貢献度」桑山幹夫 

  

以 上 

 

 

 

 

 

 

 



 

14 

第 2 号議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024（令和 6）年度決算書（案） 
 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人ラテンアメリカ協会 
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第 3 号議案 

2025（令和７）年度事業計画案 

                                           

１．基本方針 

（１）近年の国際政治・経済情勢の変動は、ラテンアメリカ・カリブ地域の地政学的重要性を一層高

めており、日本としても同地域との関係強化を戦略的に推進する必要がある。当協会は、この新たな時

代における要請に応えるべく、独自の事業を通じて積極的に貢献する。 

（２）そのため、当協会としては、今後とも次の３つを主たる活動領域とし、その各領域でラテンアメリカ

に関するハブ（結節点）としての役割を強化する。 

① ラテンアメリカ・カリブ関連情報の集積と発信ー「情報」（Information） 

② ラテンアメリカ・カリブ情勢等の研究と提言ー「研究」（Think-Tank） 

③ ラテンアメリカ・カリブに関する出会いと交流の場の提供ー「交流」（Networking） 

（３）上述の活動を推進する上で、2022 年度半ばから５つのワーキング・グループ（WG:図参照）

での検討をベースに常務理事会で協議を行い、事業の推進を図ってきた。既にこの活動が軌道に乗って

きたので、今年度もこの体制で活動の一層の充実を図り、理事会および会員総会の趣意を実現してい

く。 

また、協会活動発展に対応した財務面や体制面の強化についても引き続き検討を進める。 
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２．主要な事業計画（WG に即して） 

（１）渉外・ネットワーク拡大 

① 協会活動のより一層の発展のための体制の強化と収入の増大 

② 担当理事制による既存法人・個人会員との関係強化の継続 

③ 新規法人・個人会員の勧誘活動の強化。年間目標は法人 3 社、個人 15 名のネット増。 

④ 要省庁・政府系機関との関係強化 

⑤ 駐日ラテンアメリカ・カリブ大使館との協力拡大 

⑥ 大学・研究機関との関係強化 

⑦ 日商、経団連（特に国別経済委員会）との関係強化 

⑧ 2024 年 12 月 26 日に岩屋毅外務大臣に申し入れた政策提言をフォローアップし、これを通

して上記取り組みの実現を図る。 
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（２）Web サイト充実・改善 

 ①ホームページの継続的な充実・改善（デザイン・コンテンツ・掲載方法等の見直し） 

②ホームページ発信体制の強化（WG と事務局との連携、ホームページのモニタリング等） 

③メールマガジンの継続的改善（コンテンツ、配信範囲等） 

④SNS による発信（事務局の体制と発信コンテンツを勘案しつつ活用）   

（３）講演会・セミナー等イベント企画 

①政治、経済はじめ社会、文化、スポーツなど幅広い分野をテーマとするイベント（講演会等） 

実施。企画準備を早めに行い、イベントの告知・広報を強化し、視聴者数の増加を図る。 

②オンラインの活用により在外居住講師による現場感ある講演の実施。 

③懇談会、ラウンドテーブル、ワークショップなど肩肘張らない対面イベント（法人会員、駐日大使、

地方関連団体、日系団体、スタートアップ企業など）の実施。 

④新春懇談会、ラテンアメリカサロン、トップセミナーの継続開催 

（４）『ラテンアメリカ時報』編集・企画 

  ①編集・企画 WG の円滑な活動を通じ、持続的かつ機能的な編集・発行体制を維持・強化。 

  ②誌面の構成・内容を、会員の関心・ニーズに応えるよう、常時見直し改善。 

  ③「ラテンアメリカ・カリブの今を伝える～最新トレンドを現場感覚で」とのコンセプトで開始した複数の

新連載を引き続き充実。 

（５）ラテンアメリカ・カリブ研究所 

①研究所レポートの公開促進 

②講演会および大来記念政策フォーラムの企画と実施 
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③リサーチフェローの増員による研究体制の拡充 

④リサーチ・アソシエートの増員による若手研究者の育成 

（６）事務局 

 事業拡大に対応する体制・機能の強化 

以上 

 

 
 
 
 
 
 
 
t 
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第4号議案 
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第5号議案 
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第6号議案 

 

 

第 6 号議案:定款の変更（第 27 条 顧問） 

顧問数の変更（増員） 

    

提案理由: 

協会の運営体制の強化のため 

   定款変更内容: 

    第 27 条（顧問）に関する以下下線部分の変更 

    （第 2 項以降は変更なし） 

変更前 変更後 

第 27 条 この法人に、任意の機関とし

て、10 名以下の顧問を置くことができる。 

第 27 条 この法人に、任意の機関とし

て、15 名以下の顧問を置くことができる。 

 

＜参考:第 2 項以下＞ 

2 顧問は理事会から諮問された協会運営に関する事項について助言を行う。  

3 顧問の選任及び解任は、理事会において決議する。  

4 顧問の報酬は、無償とする。  

5 顧問の任期は、選任後 2 年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定   

時会員総会の終結の時までとする。 

 

〆 
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＜ブランク＞ 


